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137．大動脈炎症候群における肺シンチゲラム

　　　所見について（特に肺結核症との関係を

　　　中心として）
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　大動脈炎症候群においては大動脈以外に肺動脈にもし

ばしば病変がおよぶことがあるが，このことは既に諸家

のみとめるところである．しかし本症には結核症の合併

が多いこともあって肺血管撮影，肺スキャンなどにみら

れた異常所見が本症に起因するのか，肺結核症に起因す

るのか判定に苦しむことが多い．われわれはこの点に注

日し本症36例に肺血流シンチグラム（以下肺シンチと略

す）を行ない各例について病歴から結核症既往の有無を

調べ胸部線所見と比較，検討した．

　対象および方法：対象は臨床所見，大動脈撮影などに

より診断を確認し得た本症36例である．肺lf［L流シンチに

は13il－MAA　O．2～0．3mCiを使用し全例臥位注入とし

た．病歴は入院中のカルテを参考とした．

　結果：

　肺シンチは36例中27例（7570）に異常所見を認めた，

結核症の既往は12例にあり，うち2例の肺シンチは正常，

10例は異常だった．しかしこの10例中4例は胸部X線に

特に所見はなかった．胸部X線上硬化性結核病巣，胸膜

ゆ着などの所見がみられた症例は14例あり，うち3例の

肺シンチは正常，11例は異常だった．この11例中3例は

胸部X線と肺シンチで所見が部位的によく一致していた

が残りの8例では肺シンチ所見の方がより広範囲だった．

他の肺シンチ異常例16例では胸部X線上特に所見はなか

った．

　考按：

　小塚，高安およびわれわれの結果にみられるがごとく

本症における肺血管病変の出現率は高いが，その原因は

必らずしも単一ではないと思われる．しかしわれわれが

経験した肺シンチ異常例27例についてみると，肺結核症

があきらかに関与したと思われた症例は3例で，その可

能性があると思われた症例を含めても11例であることか

ら本症にみられる肺シンチ異常所見の多くは本症がその

原因として直接関与している場合の方がむしろ多いので

はないかと思われる．
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　気管支造影剤を1側の気管支に注入することによって

おこる肺機能の変化を，13tl－MAAによるperfusion，

99mTc－albuminによるinhalationおよび動脈血ガス分

析によって検討した．

　方法：

　1）　気管支造影の適応とみなされた各種肺疾患につい

て，気管支造影前に13］1－MAAおよび99mTc－albumin

による肺シンチグラフィーを実施し，そのactivityの左

右比を求めた．

　2）気管支造影実施にあたって，気管内チューブまた

はメトラゾンデ挿入r白：後のc　11－MAAによる肺シンチ

グラフィーおよびその前後の動脈1fltガス分析を行なった．

　3）　気管支造影剤を1側の気管支に注入後直ちに13ユ1－

MAAによるperfusionを，次いで11∫及的速かに9gmTc－

albuminによる　inhalation　の肺シンチグラフィーを実

施し，そのactivityの左右比を求めた．

　4）　気管支造影実施前，直後，2時間後の動脈1（ilガス

分析を行なった．

　結果：

　1）気管内チゴーフまたはメトラソンテ挿人による肺

血流，動脈血ガス分析への影響はみられなかった．

　2）　気管支造影によってperfusionならびにventila－

tionの障害がみられた．

　3）　気管支造影前，直後，2時間後の動脈血ガス分析

において，pH，　Pco2，　HCO㌻には著明な変化はみられ

なかったが，Po2には軽度の低下がみられ，軽度の低酸

素血症がおこったと思われる．2時間後にはPo2は正

常値にもどった．

　気管支造影後のこれらの変化は，造影剤による換気障

害，肺胞の酸素濃度の減少によるvasoconstriction，造

影剤という異物による反射性のvasoconstrictionさらに

気管支の閉塞によって末梢の気管支内圧の増加による毛

細血管床の圧迫等によって発生するものと考えられる，
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